
 

総務部 目標 
 

【概要】 

総務部は、総務課・防災安全課・企画課・秘書広報課・財政課・資産経営課の６課で構

成し、議会、庁内各部課の調整、統計、条例及び規則、職員に関する施策、防災・減災、

交通安全、防犯施策、市勢振興の企画及び調査、公共交通に関する施策、移住・定住に関

する施策、秘書、褒章、表彰、広報及び広聴、予算、契約事務、経営改革、公共施設の再

配置、市が所有する財産の管理・処分等に関する施策に取り組んでいます。 

総務部の目標（令和３年度） 
総務部長  中山 正之 

総務部参与 石川 富博 

【基本方向】 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく取組み及び経営改革を着実に進め、誰もが、住み

たいまち富津市、多くの方々に選ばれる富津市、市民の皆さんが自信を持って次世代にバトン

を渡せる富津市づくりを目指します。業務の総合的な調整を行い、効率的で効果的な行政経営

を推進します。 

【達成すべき目標】 

１ 富津市みらい構想の策定 

  市が目指す将来像と市が直面している

課題を市民に分かりやすく示し、共有し

つつ、各種施策を着実に実行するため、

市の計画の最上位に位置付ける構想とし

て「富津市みらい構想」を策定します。 

 

 

 

２ 総合防災マップの作成 

市民が、台風災害、大規模地震等に備

え、個々の災害リスクの確認やとるべき避

難行動を考えられるよう、ハザードマップ

と防災情報を１冊にまとめた総合防災マッ

プを作成します。 

 

３ 経営改革の推進 

  将来を見据え、確実な財政基盤の強化

を図るため、行財政全般にわたる経営改

革推進の指針となった富津市中期財政計

画に基づき、財政規律指標の維持・改善

に取り組みます。また、限られた経営資

源をより一層、効率的、効果的に活用す

るため、絶え間ない経営改革に取り組み

【目標の達成度】 

１ 富津市みらい構想の策定 

  市民アンケート、市議会及び富津市みら

い構想会議による意見等を踏まえた「富津

市みらい構想（案）」の策定と、同（案）

に係るパブリックコメントの実施による

市民等からの意見聴取までは完了しまし

たが、「富津市みらい構想」の完成には至

りませんでした。 

 

２ 総合防災マップの作成 

土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の

災害情報とあわせて、防災学習情報等も

掲載した「富津市防災ハザードマップ」

を作成しました。 

 

 

３ 経営改革の推進 

  番号案内表示システムや非接触型レジ

の導入などによるよりよい行政サービス

の提供の推進、出張所連絡所の廃止など

による公共施設の最適な配置、旧学校施

設の民間事業者への貸付などによる未利

用地等の有効活用、市税徴収率向上のた

めの納付環境の整備及び早期催告の実施



 

ます。 

 

 

４ 公共施設マネジメントの推進 

  公共施設の再配置については、富津市

公共施設再配置推進計画の方針に基づき

着実に取り組みます。閉校した小中学校

については、地域の意見を聞きながら、

利活用事業者の公募などを実施し、施設

の有効活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 業務継続計画の策定 

大規模災害発生時などの人材や資材に

制限がある状況下でも、適切に業務を行

えるよう業務継続計画を策定します。 

 

 

６ 移住・定住施策の検討 

空家バンク、地域おこし協力隊の活用に

より、移住・定住の促進を図るとともに、

今年度は、「住みたいまち」、「選ばれる

まち」に資する施策を実施していくための

調査や研究を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並びに企業版ふるさと納税の募集などに

よる財源確保に取り組みました。 

 

４ 公共施設マネジメントの推進 

対象施設の個別施設計画について、概

ね策定が行われました。 

再配置の取組みとして、峰上出張所等

の機能集約を実現しました。 

学校跡地については、旧金谷小学校の

利活用事業者と契約を締結し、貸出を開

始、旧天羽東中学校では、利活用を考え

るワークショップを実施の上、利活用事

業者を募集しました。また、旧環南小学

校の利活用事業者の募集も開始していま

す。旧竹岡小学校でもワークショップを

実施する予定でしたが、まん延防止等重

点措置の影響により延期しています。 

 

５ 業務継続計画の策定 

大規模災害発生時などに優先して取り

組む非常時優先業務の選定を行いまし

た。計画については現在策定しておりま

す。 

 

６ 移住・定住施策の検討 

  空家バンク制度のチラシの作成、周知

啓発により、空家バンクへの登録２件、

成約１件ありました。 

  地域おこし協力隊の任期が７月をもっ

て満了したため、新たに１名任用し、金

谷地区を拠点に活動を開始しました。 

  先進地視察の実施や移住・定住促進の

優良事例を調査・研究し、本市にあった

移住・定住施策の立案を行いました。 

 

 



 

総務課 目標 
 

【概要】 

総務課は、行政係・職員係の２係11名で構成し、議会、庁内各部課の調整、議案の取り

まとめ、例規審査、各種統計調査、職員に関する各種施策等に取り組んでいます。 

総務課の目標（令和３年度） 総務課長 髙 梨 正 之 

【基本方向】 

議会、庁内各課との連絡調整、例規審査等を通じて、組織全体を取りまとめ、また、職員の

定員管理や各種研修による人材育成、人事評価、福利厚生、健康管理等により、職員が持てる

能力を発揮し、適正かつ効率的で効果的な業務の執行が可能な職場環境をつくります。 

【達成すべき目標】 

１ デジタル社会を見据えた押印手続きの

見直し 

  デジタル社会を見据え、市民や民間事

業者等の行政に対する手続きに必要とし

ている押印について、富津市の方針を決

定し、それに伴う条例、規則等の整備を

行います。 

 

２ 統計調査の円滑な実施 

  本年度に実施される各種統計調査にお

いて、指導員・調査員説明会の実施等入

念に準備を整え、調査を行い、指定期日

までに提出します。 

 

 

 

 

 

３ 次期富津市職員定員適正化計画の策定 

  令和４年度の策定に向け、人事制度改

革の動向や社会情勢の変化を把握すると

ともに、今後の人事組織のあり方や他団

体との比較分析等を行うなど検討を進め

ます。 

 

 

４ 人事評価結果の勤勉手当等への反映 

  今年度の人事評価の結果を次年度の勤

勉手当に反映させるとともに、人事評価

の精度の向上に向けた取組を進めます。 

 

 

【目標の達成度】 

１ デジタル社会を見据えた押印手続きの

見直し 

９月議会への上程を予定していた条例

が、各担当課の事情等により12月議会に

ずれ込みましたが、見直し方針の策定

後、規則等の改正を速やかに実施したこ 

とで全ての見直しが年度内に完了しました。 

 

２ 統計調査の円滑な実施 

新型コロナウイルス感染対策も加え、

指導員・調査員説明会の実施等入念に準

備を整え、調査しました。調査員が腕章

を紛失する事案が発生しましたが、かた

り詐欺等に悪用されないよう市民の皆さ

んに対し、注意喚起を行いました。 

なお、提出は指定期日までに完了しま

した。 

 

３ 次期富津市職員定員適正化計画の策定 

直近に他市町村が策定している計画の

調査を行うとともに、県内類似市に対し

基準となる令和３年度の定員調査結果を

事前に照会し、各種分析を行いました。     

令和４年度の策定に向けた準備作業が

完了しました。 

 

４ 人事評価結果の勤勉手当等への反映 

人事評価規程及び期末勤勉手当規則の

改正等、令和４年６月期の勤勉手当への

反映に向けた準備が完了しました。 

また、人事評価の精度向上のため、評

価者研修を行いました。 

 



 

防災安全課 目標 
 

【概要】 

  防災安全課は、防災安全係１係６名で構成し、市民の安全、安心な生活を確保するため

に防災・減災、交通安全、防犯施策に取り組んでいます。 

防災安全課の目標（令和３年度） 防災安全課長 秦野 憲一 

【基本方向】 

 市民の防災意識の高揚とともに地域防災力の向上を図り、災害に強いまちづくりを推進しま

す。また、市民の交通安全・防犯意識の高揚を図り、安全・安心なまちづくりを推進します。 

【達成すべき目標】 

１ 総合防災マップの作成 

市民が、台風災害、大規模地震等に備

え、個々の災害リスクの確認やとるべき

避難行動を考えられるよう、ハザードマ

ップと防災情報を１冊にまとめた総合防

災マップを作成します。 

 

２ 業務継続計画の策定 

大規模災害発生時などの人材や資材に

制限がある状況下でも、適切に業務を行

えるよう業務継続計画を策定します。 

 

 

３ 第11次交通安全計画の策定 

交通事故のない安全で安心して暮らせ

る地域の実現を目指し、市交通安全対策

会議委員の意見を聴取し、令和３年度か

ら５年間を計画期間とする計画を策定し

ます。 

 

４ 地区防災訓練の実施 

令和元年房総半島台風をはじめ、頻発

化・激甚化する風水害、いつ起こっても

おかしくない大地震に備え、地域の特性

に応じたきめ細やかな訓練を実施し、地

域防災力の向上を図ります。 

また、避難所開設に係る訓練など、職

員に対する訓練も実施します。 

 

【目標の達成度】 

１ 総合防災マップの作成 

土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の

災害情報とあわせて、防災学習情報等も

掲載した「富津市防災ハザードマップ」

を作成しました。 

 

 

２ 業務継続計画の策定 

大規模災害発生時などに優先して取り

組む非常時優先業務の選定を行いまし

た。計画については現在策定しておりま

す。 

 

３ 第11次交通安全計画の策定 

交通安全に関する施策を推進するべ

く、交通安全対策会議及びパブリックコ

メントにより意見を聴取し、「第11次富

津市交通安全計画」を策定しました。 

 

 

４ 地区防災訓練の実施 

地震及び津波の発生を想定した防災訓

練を計画しましたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響により訓練の実施には至

りませんでした。 

 



 

企画課 目標 
 

【概要】 

企画課は、移住定住推進室・企画係・公共交通係の１室２係11名で構成し、富津市みらい

構想の策定、ふるさとふっつ応援寄附の推進、地域公共交通計画事業の推進、移住定住の促

進に取り組んでいます。 

企画課の目標（令和３年度） 企画課長 阿部 淳一郎 

【基本方向】 

 市が目指す将来像を分かりやすく示し、各種計画・施策の位置付けを明らかにすること

で、当該将来像及び市が直面している課題を市民と共有し、施策を着実に実行するため、

富津市みらい構想の策定に取り組みます。また、市民の移動手段を確保し、生活利便性の

維持向上を図るため、地域公共交通計画事業を推進します。 

【達成すべき目標】 

１ 富津市みらい構想の策定 

富津市みらい構想の策定に向けて、市民

アンケート及び富津市みらい構想会議に

より市民等から意見を聴取します。聴取し

た意見を踏まえ、当該構想案を作成し、市

議会に議案として提出します。 

 

 

 

２ ふるさとふっつ応援寄附の推進 

年間寄附額５億円達成に向けて、効果的

なプロモーション策を実施するほか、事業

者会議等により事業者自立に向けた情報

共有化を進めていきます。 

また、企業版ふるさと納税の推進を図る

ため、積極的なＰＲを行っていきます。 

 

 

 

 

 

３ 地域公共交通計画事業の推進 

  地域公共交通会議で今年度の事業概要

を共有し、地域、交通事業者及びその他関

係者と連携を図りながら、対象事業を着実

に実行します。  

【目標の達成度】 

１ 富津市みらい構想の策定 

  市民アンケート、市議会及び富津市みら

い構想会議による意見等を踏まえた「富津

市みらい構想（案）」の策定と、同（案）

に係るパブリックコメントの実施による

市民等からの意見聴取までは完了しまし

たが、市議会への議案提出までには至りま

せんでした。 

 

２ ふるさとふっつ応援寄附の推進 

年間寄附額５億円達成に向けて、新規返

礼品の開発、ポータルサイト内の宣伝広

告、使途公表等によるプロモーション策を

実施するとともに、事業者会議の開催等に

よる情報共有化を進め、事業者自立に向け

て取り組みました。 

  また、企業版ふるさと納税の募集を開始

し、市ホームページへの掲載、市にゆかり

のある事業者への訪問等により、14社から

4,380万円のご寄附をいただきました。 

 

３ 地域公共交通計画事業の推進 

地域、交通事業者などと連携し、地域公

共交通会議でのPDCAサイクルにより改善

を図るとともに、本年度事業概要を共有

し、各計画事業を実施しました。 

 



 

移住定住推進室 目標 
 

【概要】 

移住定住推進室は、担務制２名で構成し、移住定住の促進、富津市観光・しごと・移住推

進プロジェクトの継続に取り組んでいます。 

移住定住推進室の目標（令和３年度） 移住定住推進室長 小網代 昇 

【基本方向】 

 市の人口減少が本格的な局面を迎えている状況に歯止めをかけ、移住定住人口の増加を図

り、住民満足度の高い魅力的な市を目指すため、移住・定住の施策検討に取り組みます。 

【達成すべき目標】 

１ 移住定住施策の検討 

今年度は「住みたいまち」、「選ばれる

まち」に資する施策を実施していくための

調査や研究を行います。 

 

２ 市外からの転入促進 

  市への転入促進を図るため、空家バンク

登録物件数及び利用登録数の増加を図り、

また、新たな地域おこし協力隊の活用によ

り、移住・定住に資する情報発信をし、併

せて、富津市観光・しごと・移住推進プロ

ジェクトの継続に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成度】 

１ 移住定住施策の検討 

  先進地視察の実施や優良事例など調査

研究し、本市にあった施策の立案を行い

ました。 

 

２ 市外からの転入促進 

空家バンク登録物件を増やすため、固

定資産税納税通知書に空家バンク制度の

チラシを同封するなど制度周知を図りま

した。 

また、空き家利活用促進に向け、空き

家の現況調査及び意向調査を行いまし

た。 

新たな地域おこし協力隊を10月から任

用し、金谷地区を拠点に観光情報や地域

魅力等の情報発信活動を行いました。 

 

 



 

秘書広報課 目標 
 

【概要】 

秘書広報課は、秘書広報係１係５名で構成し、市長、副市長の秘書、渉外、儀式、褒章

及び表彰に関すること、「広報ふっつ」の発行、ホームページやＳＮＳ等での情報発信、

市民の皆さんのご意見等をお聴きする「市民の声」等に関する業務などを行っています。 

秘書広報課の目標（令和３年度） 秘書広報課長 牧野 常夫 

【基本方向】 

 市長・副市長の効率的なスケジュールの管理を行うと共に、行政情報、地域の魅力等をより

分かりやすく、迅速かつ確実に発信すること、また、市民の皆さんからのご意見等に速やかに

対応するため、各担当課と綿密な連絡調整に努めます。 

【達成すべき目標】 

１ 市長・副市長のスケジュール等の効率

的な管理 

  市長・副市長が出席する行事の詳細を

把握するとともに、会議や打合せ等を含

め効率的なスケジュール管理を行いま

す。 

 

 

 

 

２ ふっつの魅力発信事業の推進 

  行事や催し物、地域の魅力や市政情報

等を各課と協力しながら、各広報媒体

（ＳＮＳを含む）を活用し、発信してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

３ 広聴業務の円滑な対応 

  市民の皆さんからのご意見等を直接お

聴きする「市民の声」やメール等による

投稿に対して、迅速な対応や回答に向け

各担当課との連携を密にします。 

 

 

【目標の達成度】 

１ 市長・副市長のスケジュール等の効率

的な管理 

昨年の12月末までの市長・副市長のス

ケジュールの累計件数は2,307件、今年

はコロナ禍で1,336件と減少しました。

予定されていた会議やイベントの中止

や延期もある中、実施される行事の詳

細を把握し、適切なスケジュール管理

をすることができました。 

 

２ ふっつの魅力発信事業の推進 

12月末までの市ホームページへのアク

セス数は1,933,768件で対前年実績との比

較では162.3%と増加しました。増加の要

因は９月１日のリニューアルで、見やす

い情報掲載を心掛けたこと等であると考

えます。その他、各課と協力し、より多

くの情報を皆様に届けられるよう、市公

式LINEアカウントやFacebook等を活用し

発信しました。 

 

３ 広聴業務の円滑な対応 

  お寄せいただいた各種のご意見、ご要

望を漏れなく各所管課に伝え、迅速な回

答に努める等、適切に処理することがで

きました。 

また、業務の参考とするため全職員に

情報の共有化を図っています。 



 

 

４ 市制施行50周年記念事業の円滑な実施

に向けた調整 

  市制施行50周年にあたり、市民のみな

さんがこれまでの富津市のあゆみについ

て振り返り、改めてふるさとへの誇りや

愛着を感じることができるよう、各種行

事の開催等の円滑な実施に向け調整を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市制施行50周年記念事業の円滑な実施

に向けた調整 

  市制施行50周年記念式典の開催、リニ

ューアルした広報ふっつへの過去の記事

の掲載、新たな生涯学習バスの購入、記

念切手の発売等、コロナ禍で制約がある

中ふるさと富津市の魅力を発信し、市民

の皆さんに愛着を持っていただけるよう

各種事業を展開しました。 

 



 

財政課 目標 
 

【概要】 

財政課は、財政係・経営改革推進係・契約検査係の３係10名で構成し、予算編成、地方

交付税、市債、経営改革、契約・検査等にかかる事務を行っています。 

財政課の目標（令和３年度） 財政課長 花田 康宏 

【基本方向】 

 将来にわたり持続可能な行財政経営の実現に向け、経営改革を着実に推進し、健全な財政運

営を堅持します。 

また、契約事務の適正な執行、厳格な工事検査を実施します。 

【達成すべき目標】 

１ 土地開発公社の解散 

  近年では、地価の下落等により先行し

て土地を取得する必要性が低下してお

り、令和２年度をもって本市が委託した

事業は全て完了したことから、土地開発

公社解散に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

２ 中期収支見込みの見直し 

中期財政計画【経営改革５か年計画】

に示した中期収支見込みについて、前年

度の決算状況や社会情勢の変化など、将

来の財政運営に影響を与える要素を勘案

したうえで見直しを行い、公表します。 

 

 

 

 

 

３ 経営改革の推進 

  将来を見据え、確実な財政基盤の強化

を図るため、行財政全般にわたる経営改

革推進の指針となった富津市中期財政計

画に基づき、財政規律指標の維持・改善

に取り組みます。また、限られた経営資

源をより一層、効率的、効果的に活用す

【目標の達成度】 

１ 土地開発公社の解散 

  富津市土地開発公社は、令和３年10月

14日付けで、千葉県知事より解散認可を

受け解散しました。 

  官報による解散公告等の清算手続きを

進め、令和４年１月28日開催の公社清算

人会において残余財産の確定及び処分に

ついて承認を受け、残余財産を出資団体

である富津市へ引渡し清算を結了しまし

た。 

 

２ 中期収支見込みの見直し 

令和３年９月に中期財政計画【経営改

革５か年計画】に示した中期収支見込み

の見直しを行い、今後５年間の収支均衡

と財政規律指標の維持・改善を図りまし

た。 

・財政調整基金残高（Ｒ７末） 

 目標額：22億円以上 見込額：23.2億円 

・地方債残高（Ｒ７末） 

 目標額：180億円以下 見込額：198.2億円 

 

３ 経営改革の推進 

  番号案内表示システムや非接触型レジ

の導入などによるよりよい行政サービス

の提供の推進、出張所連絡所の廃止など

による公共施設の最適な配置、旧学校施

設の民間事業者への貸付などによる未利

用地等の有効活用、市税徴収率向上のた



 

るため、絶え間ない経営改革に取り組み

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めの納付環境の整備及び早期催告の実施

並びに企業版ふるさと納税の募集などに

よる財源確保に取り組みました。 

 



 

資産経営課 目標 
 

【概要】 

資産経営課は、資産経営係・資産管理係の２係10名で構成し、公共施設の再配置、市が

所有する財産の管理・処分、情報通信技術を活用した業務担当課支援に取り組んでいま

す。 

資産経営課の目標（令和３年度） 資産経営課長 市原 岳人 

【基本方向】 

 次世代への負担をできる限り軽減するため、公共施設マネジメントを推進し、公有財産の適

正な管理と活用を図ります。また、市民に質の高いサービスを提供するために、情報通信技術

を活用した業務担当課の支援を実施します。 

【達成すべき目標】 

１ 公共施設マネジメントの推進 

  公共施設について、個別施設計画を策

定し、適正管理を進めるほか、引き続き

再配置に取組みます。 

 

 

２ 公有財産の適正管理と活用 

  未利用となっている市有財産の有効活

用を図るため、売却や貸付等を行うため

の取組みを実施します。特に、学校跡地

について、ワークショップや公募等を実

施し、利活用に繋げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 情報通信技術に関する業務課支援 

各業務担当課が支障なく業務を実施し

つつ、市民サービスの向上に繋げること

を目指し、パソコンやネットワークの整

備や運用を行っていきます。 

 

【目標の達成度】 

１ 公共施設マネジメントの推進 

対象施設の個別施設計画について、概

ね策定が行われました。 

再配置の取組みとして、峰上出張所等

の機能集約を実現しました。 

 

２ 公有財産の適正管理と活用 

未利用となっている市有財産について、

入札により１件売却したほか、旧小久保 

ダムの利活用事業者を募集し、優先交渉 

権者を決定しました。 

学校跡地については、旧金谷小学校の

利活用事業者と契約を締結し、貸出を開

始、旧天羽東中学校では、利活用を考え

るワークショップを実施の上、利活用事

業者を募集しました。また、旧環南小学

校の利活用事業者の募集も開始していま

す。旧竹岡小学校でもワークショップを

実施する予定でしたが、まん延防止等重

点措置の影響により延期しています。 

 

 

３ 情報通信技術に関する業務課支援 

  本庁舎内のネットワーク幹線を光ケー

ブル化、３系統に分かれていたネットワ

ークの一元化を行い、ＬＡＮ設備を整備

することにより、ネットワークの基盤強

化を図りました。 



 

 

４ 庁舎管理業務 

市役所本庁舎について、庁舎中長期保

全計画に基づき、機能を損なうことな

く、通常業務が適切に行えるよう適正に

管理します。また、緊急的・突発的な修

繕が必要な場合や、庁舎管理上の問題が

生じた場合は速やかに対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 庁舎管理業務 

庁舎中長期保全計画に基づき、外壁防

水改修、昇降設備改修、排煙設備改修、庁

舎防火戸・防火シャッター改修を実施しま

した。 

また、緊急的・突発的な修繕について速

やかに対応しました。 

 


